
 

 

 

 

 

 

 

明けましておめでとうございます。 

新しい 1 年が子どもたちと保護者の皆様にとって幸多き年となりますよう、お祈り申し上げます。 

昨年は、新型コロナウイルスの脅威により子どもたちの生活にも多くの制限がかかり不便だったことと

思います。年が明けましてもオミクロン株が流行し、気が抜けない情勢です。そのような状況下においても、

保護者の皆様におかれましては、園での感染症対策へのご理解やご協力、誠に感謝申し上げます。 

２０２２年も、より一層健康対策に注意しながら、継続して子どもたちが安心安全に過ごせるこども園作り

に取り組んで参りたいと思います。 

寒さが一段と身に染みるこの季節。白い息を吐きながらも「冬」という季節を感じながら、子どもたちは

元気に日々の遊びを楽しんでいます。乾燥している季節なので、体調管理などに気を配りながら元気に過ご

していきたいと思います。 

今年の冬はなかなか雪が積もらず、雪遊びもお預けとなっておりま

した。１１日夕方からの大雪で、こども園の園庭にも大きな雪山が登

場しました         早速、１２日雪遊びに元気に外へ繰り出した子どもたち

です。つなぎを着て、帽子をかぶって、長ぐつをはいて、スノーカバーを

上げて、手袋をはめて・・・と、楽しみな雪遊びの前にたくさんの準備が

必要ですが、先生に手伝ってもらいながら準備も頑張りました。 

 「わーーい     」と元気に外へ出たものの、あまりの大雪に思うよう

に前に進めず、失速する子どもたちでした       しかし、思うように進

めないことも楽しい雪遊び。「埋まったー！」「たすけてー！」と大騒

ぎで遊んでいましたよ。そんな中、すいすいと大きな雪山に上ってい

く年長さん。さすが雪遊びにも慣れ、身体の使い方も上手です。雪山

の頂上から「ヤッホー！！」と手を振る姿が頼もしかったです。 

  

 

 

 

 

 

 

令和４年１月１７日  緑陽台認定こども園  No.１９   文責：川原 

年始休業明けの１月４日（火）

の朝、お遊戯場での一斉保育が

終わり、お片付けをしたオモチ

ャを滅菌するために事務所に運

ぶのを２人の女の子が手伝って

くれていました。私が「おはよ

う」と声をかけると、2 人とも

こちらに体の向きを変えて、背

筋を伸ばし、「明けましておめで

とうございます。今年もよろし

くお願いします。」とお辞儀をし

て声をそろえて新年のご挨拶を

してくれました。 

屈託のない愛らしい笑顔と、大

人びた素敵な新年のご挨拶に、

新年から心が浄化されるような

思いでした。 

今年もいい年 

になりそうな 

予感です       



 

 

 

 

 

 

 

12 月 17 日（金）クリスマス会が行われました。園長による手品や先生方によるハンドベル演奏、ブラ

ックパネルシアターと、お楽しみがいっぱいで、笑顔が絶えないクリスマス会となりましたよ。 

 みんなで「あわてんぼうのサンタクロース」のお歌を歌ったり、「ジングルベル」の曲に合わせてフォー

クダンスを踊ったりしていると、どこからともなくきれいな鈴の音が聞こえてきました🎵 

 鈴の音と共に登場してくれたのは、サンタクロースさん！！♡ サンタクロースさんの登場にお友だちは

大興奮😊 ななみ先生がみんなを代表してサンタクロースさんに質問をしてくれました。「どこからきたん

ですか？」「何しに来てくれたんですか？」という質問に「遠い遠いところから来たよ。」「良い子のみんな

にプレゼントを渡しに来たよ。」と答えてくれましたよ。その後サンタクロースさんはお友だち一人ひとり

にプレゼントを渡してくれました。サンタクロースさんの姿に驚いて泣いてしまうひよこ組のお友だちも

いましたが、その姿もほほえましく思えました。 

 クリスマス会が終わった後も、クリスマス特別メニューの給食（パエリア風ご飯・コンソメスープ・鶏の

から揚げ・さつまいものレモン煮・フルーツポンチ）をほおばり、笑顔いっぱいのお友だちでした。お昼寝

が終わった後もお楽しみは終わりません。午後のおやつにクリスマスゼリーを食べて、（一号認定児さんは

お帰りの前の時間にいるか組でクリスマスゼリーを食べました。）お土産にケーキを持ち帰って、緑陽台認

定こども園のクリスマスの一日を満喫しました。 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


